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耕畜連携と環境問題
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1.複合経営から専業化ヘ~家畜ふん尿の一極集

中

先ほど JAから堆肥の利用による施肥設計の

お話がありましたが、私の方はまず耕畜連携によ

る地域内循環の話をさせていただいて、それが環

境にどのような効果を及ぼしているかということ

をお話したいと思います。

昭和40年代くらいまで少頭数の家畜を飼いな

がら畑作物を栽培する複合経営が多かったのです

が、昭和50年代くらいから専業に変わってきまし

た。複合経営ではふん尿は当然ながら飼料作物だ

けでなく畑作にも使っていたので、畑作地も含め
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配合飼料の輸入の増加

た自分たちの経営の範囲内でうまく利用すること

ができたと言えます。 そして昭和50年初頭くらい

からバルククーラーとかパイプラインの導入にと

もなって酪農専業になっていったという経緯がご

ざいます。そして専業になると一般的には牛舎の

新設により飼養頭数は増加しますし乳量を高める

ために大量に飼料を輸入するようになったので、

ふん尿も大幅に増加しました。 アメリカからだけ

れ、

ではないのですが、一方通行で配合飼料が輸入さ

これが自給率の低下の一因にもなっています

し、日本の畜産が環境問題を引き起こす根本的な

原因にもなっています。

複合経営の割合は全国的に見ると 1970年から

2000年まで、下がっていて、つまり専業に代わって

います。全国的には複合経営の割合は40%台で、

北海道はもともと専業が多いので10%台です。専

業経営が増えてきているのですが、家畜の頭数と

土地の面積はどうなっているかというと、図のよ

うに極端に頭数が増えているということはありま
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確かに複合経営は減少しているのだが...

複合経営の減少と頭数や土地面積の推移
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せんし、全国的には頭数はやや減少しています。

土地面積もそんなに増えているわけではないので

す。つまり、ふん尿による環境問題が増えた原因

は"頭数が増加したからべというわけではありま

せん。複合経営が専業になってたくさんあった小

さい経営が統合されて大きい経営となり数が少な

くなりました。そして大きくなったのですが家畜

の排池物を飼料畑だけにまいて畑作物に利用しな

くなった...つまり飼料畑にふん尿が集中したこ

とが原因のーっとして挙げられると思います。

専業化にともなうふん原の飼料畑への一極集中

2.畑酪地帯での耕畜連携と養分循環との関係

畑作農家も専業となり化学肥料のみの生産が

増えましたが、化学肥料だけではどうしても土の

力が落ちてきて、極端な話では土が砂漠化すると

いう事情があります。酪農家は余剰な糞尿をなん

とかしたいし、耕種農家は土づくりをして生産力

を上げたい、というお互いの事情があって耕畜連

携の地域循環が生じる、というのが背景にありま

す。ここまでが前置きの話です。この後は今形成

協庭生産量における地矧循環の箆史と背宗

歯皐喝 耕種農家

余剰な糞原を I...，. I 主づくりをして | 
なんとかしたい| ー |生産力をよげ疋い|

現在の髄長量生産において地域錆璃が生じ苔背景

耕畜連携による地域内循環が生じる背景
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されてし1)る地域循環がどのような効果をもたらし

ているが、ということをお話したいと思います。

地域環を大きく分けますと 3つあります。 I

つは交換耕作です。 1つは物々交換と書いていま

すが、ヰれは稲わらや麦梓を堆肥と交換する、あ

るいは売買することです。もう Iつは畑作の粕類

の家畜飼料としての利用です。まずは交換耕作に

ついて?説明したいと思います。

地織翁~ガi\jjht或環境にもreらす髭響

ト地域循環は古くから農家間で実践されている

|| 交換制乍 | 
持種鯨と畜産農家が一時的に畑を交脚る

11 物々交接 | 
稲わらや麦幹と堆肥を交箆"9る〈ま記leI:売買す否)

!畑作柏類の家畜悶斜への利用

~;ヤr廿一→引引トI'-H…JパT
家畜飼料への利周

地域循環が生じる 3つのパターン

交換耕作の定義は、賃貸借やお金のやり取りを

伴わないl一時的な畑の交換です。十勝ですと馬鈴

薯・豆類・小麦・甜菜という輪作体系があるので

すが、周鈴薯は病気が出やすいのであまり有機物

を使わな川傾向がありますし、豆類はもともと窒

素がいらほい、甜菜は作付け時期が非常に早くて

春先に(ゅん尿を)入れるのは難しい、といった

事情があ|り、一番多いのは秋まき小麦の収穫の後

に堆肥を凡れるパターンだと思います。輪作体系

のなかで秋まき小麦の後に、例えば酪農家と土地

をl年交換してデントコーン等をつくってもらっ

地持額制糊環協にも伝らす影響

| |交蹟耕作 122222E官官なしト時的な

畑作3品(4晶〉の輪作体型

輪作体系と交換耕作
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てたくさんのふん尿をまいてもらう、というよう

なことが行われていると思います。鹿追町の 7年

前の調査事例からの紹介になるのですが、どのく

らい交換耕作を行っているかというと大体30%の

畑作農家が何らかの交換耕作をしていました。か

なり予想より高い割合の交換耕作が行われている

と思います。その交換耕作がどのくらいの面積で

行われているかというと、全町で約 I万haのうち

約 6%、例えばその畑作のところにデントコーン

を栽培してもらってたくさんウンチをまいてもら

う、ということが行われています。

1 出型璽璽並盟問空白空襲忠 一一一J
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交換耕作の実施状況

次に物々交換;わら敷料と堆肥を交換すること

です。だ、いたい小麦わら Iロールあたり 3，000円か

ら6，000円ほどで取引きれているのかなと思いま

す。非常に水分が少なくて微生物も繁殖しづらい

ので酪農家さんから根強い人気がある敷料です。
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有樹担を錨周すあ畑作鹿沼回全体の8割以上

物々交換の実施状況

鹿追の畑作農家きんに有機物を使っているか

ということを聞いてみたところ、 15%くらいは使

っていなし~雑草が増えるから嫌だとかそうい

う農家さんもいらっしゃるのですが、大方の農家

さんは例えば物々交換で敷料を提供しながら酪農

家から堆肥をもらっている、あるいは堆肥を買っ

ている場合が多いです。だいたい全体の 8割くら

いの農家さんがなんらかの有機物を使用していま

す。

そしてもう Iつは粕類の餌への利用です。これ

はスイートコーン葉っぱの部分をサイレージにし

ている写真です。今日は日甜の方の来ていらっし

ゃると思うのですが、ビートパルプ、生パルフ。等

は餌としてかなり多く利用されています。このよ

うに畜産農家が畑作農家から出る副産物を直接も

しくは加工工場等を通して非常に安い餌として入

手していますし、これによって外(地域外)から

買ってくる餌を少なくすることができますので、

地域内循環が促進されて環境負荷も軽減するとい

うことにつながると思います。

粕類の餌への利用例

はω或循環が池波環協にも1Eらす影響 一一一一
地域情環のも-aらす主な効果

-環境負荷の低減

外部(海外)からの配合飼科・化学肥料など
の控入が少なくて済む

-経営に対する貢献

闘料臆入費が削減できる。
安価な粕頚固精が利用できる。

園地力の維持

有機買の利用による畑の生産力の維持

地域循環がもたらす主な効果
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3.地域の養分循環が余剰窒素に及ぼす影響

次に地域循環が環境の負荷の軽減についてど

のくらい効果があるのかというのを紹介します。

これは鹿追町の窒素の流れを図にしたものです。

ギガグラムですから2.1だと210万kgで、すo このよ

うな大量の窒素を餌とか肥料として酪農家さんが

外部;主に海外から購入しています。そして投入

窒素の1/3が生産物として酪農場外ヘ出ます。牛乳

が多いのですが、その中の1/3を占めるふん尿が畑

作農家に使われているということがわかりました。

かなりの量の窒素が畑作農家の方に肥料として利

用されているということです。

塑理寧!号電唖樫轡!雪iE事民雪す警翌一一一一一一一一 切一一一_J 

鹿追町農業における窒素の出入りと循環

酪農場における窒素の出入りを表すとこの図

のようになります。 210万kgの窒素が外から入っ

てきます。ほとんどが外部から購入する餌とか肥

料です。その1/3位が生産物であり、牛乳とか個体

販売で、外ヘ出ていくわけですが、その差、つまり

残ったものが余剰窒素となり、その全体量のうち

どの位が土に蓄積しているのか、あるいは空に揮

散しているのかは解析しておりません。先ほど地

下水汚染のお話もありましたが、 haあたりで大体

300kgくらいの余剰窒素が発生していると考えら

れます。ただしこれは 7年前のデータですので、

現在は JAで、は肥料配合をやっているので、もっ

と良い結果になっているかも知れません。

約300kgN/ha

鹿追町の酪農場における余剰窒素

11を横棒のグラフに変えてみます。上が投

入されだ窒素、下が産出された窒素です。上の棒

と下の棒の差し引きが余剰窒素ということになる

のですが、地域循環が無い場合はピンクのライン

になり事す。斜線部分が畑作農家に譲渡あるいは

売った堆肥、あるいは畑作農家からもらった敷わ

らです。|このような地域循環があった場合が赤い

線にな引ます。つまり、地域内循環があると余剰

窒素が川%下がる、そういう結果になります。利

用率で川うと酪農家の窒素利用率は20%から30%

に大きく|上昇、そういうような結果になります。

肉牛農家も同じような傾向で、余剰窒素は下がり

役入室素

産出窒素

地域内循環により酪農爆に怠け否
室素利用率Ict、21%から31%へ増加

余jJ窒素臥1.63GgNか61.46GgNへ_11%減少

まどうなっているかというと、地域内

て余剰窒素は逆に上がってしまいます。
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どうしてかというと、化学肥料に比べて堆肥だと

肥効率が低いということがあります。堆肥を使う

と逆に環境負荷が増えてしまうというのが、耕種

農家の状況です。

;地域酒環カV白域環境にもたらす影響

|綿農家では... I 

投入室索

産出窒索

GgN.砂町

地威内揺環により畑作農揚におりる余剰怠素は
0.22tNから0.42tNへ90%増加するガし
化学肥料は46tN節減されると推定，，<勺函万五高長?

| 肥宜を1k._0:1しえ唱古

畑作農場における地域循環による余剰窒素の増加

でも、酪農・肉牛・畑作農家の全部合わせて町

全体でみますと、地域内循環で余剰窒素は下がり

ます。 0.06ギガグラム、 6万kgの窒素が町全体で、

削減きれている、そういう結果になります。この

6万kgといっても想像がつかないと思います。ど

のくらいの数字かというと約500頭の牛が l年間

にたれるふん尿に含まれる窒素に相当します。地

域内循環によって500頭分のうんちが垂れ流すこ

となく有効に利用されていくという大きな効果が

あるのです。

i腕塑型地開埋も型理費一一一一一一一一一 一一一一j

地域内循環による窒素ロスの増滅

し~ーl叩 酪農場133P... ~ 

E亘土??平
静畑作農場115戸 +0叩 | 

吋 C-A町全体

ー0.2 -0.1 0 0.1 0.2 

ー命 噌一一一一一一一一ーー~一一 _9gN/year

旭銭信震により、町全憾の窒翠ロスl直60MgN(与5.3kgN/ha)減少

町全体における地域内循環による余剰窒素の低減

4.地域内養分循環を促進するふん尿管理のあり

方

では、地域循環させるには一体どうしたら良い

のか?。例えば良い堆肥をつくればいいのか、腐

熟度を上げれば良いのか、など色々な考え方があ

ると思いますが、堆肥づくりはあくまで他所に移

動するためのふん尿処理;牧場の外に出すための

ふん尿処理という見方もできるのかなと思います。

どうしても堆肥化するとガサも小さくなってアン

モニアとか環境負荷ガスを飛ばしますし、肥料的

にもロスが生じます。ですから自分のところの畑

にいれるならほとんど発酵しなくても良い、とい

う考え方もありますが、畑作に持って行くなら、

使ってもらえるように臭いを少なくする、そうい

うこともケースパイケースで出てくると思います。

糞尿処理の目的は、循環利用を図ること

堆肥化と地域内循環が余剰窒素に及ぼす影響

そういう中で、せっかく地域内循環するわけですか

ら、堆肥化のところで大きな窒素ロスが出ると意

味が無くなってしまいます。地域内循環で環境負

荷が軽減していても、堆肥化のところで窒素が空

に飛んでいくようなロスがあるとよろしくないと

いうことです。地域によって状況は異なりますが、

この町(鹿追町)では窒素が18%以上失われてい

るような堆肥化をしない限り、地域内循環が地域

の余剰窒素を軽減するという計算結果がでました。

循環を損なうような過剰な糞尿処理をしないよう
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糞尿処理の目的は、宿環利用を図ること

循環を損なう過剰な糞原処理をしないように気をつけ否

A時でlet翠棄が18%以上失われる堆肥をしない
限り、地域内鑓環tji余剰塞棄を館下さ甘る

堆肥化およびその利用と窒素口スとの関係

に気をつければ、このような地域内循環は非常に

有効に働くと言えるかなと思います。

一般的には堆肥の方が流通させやすいので

すが、この町(鹿追町)もどちらかというと土地

あたり頭数が多い飼養密度の高い傾向があります

ので、その場合は堆肥をつくって有機物の地域内

循環を図るということが非常に有効ですし、北海

道北部東部の草地酪農地域など飼養密度が低い地

域ではふん尿を他所に移動する必要がないため、

堆肥化すること自体がどうか?ということになり

ます。そういうわけで草地酪農地帯、十勝も含め

た畑作酪農地帯など、地域の循環を意識して地域

に適したふん尿処理を選択するというのが非常に

大切なことになるかと思います。ふん尿処理の本

来の目的は循環を図ることであり、最近は手間ひ

まを省くといった目的でふん尿処理をされる方も

多いのですけど、循環を意識すると必然的にどん

なふん尿処理をすれば良いのか、その選択肢は絞

られてくると思、います。というわけで今日は鹿追

町で、は畑作酪農地帯で地域内循環の構築によって

環境負荷が低減できるということをご紹介して私

の話を終わりたいと思います。

【会場からの質問】

堆肥化の時に18%以上のロスがあると地域循

環しでも... という話がありました。今はやりの

堆肥化施設では18%をはるかに超えているような

気がするのですが、その辺の見解を聞かせて下き

【猫本時】

私も超えていると思います。乾燥させたり撹持

させる施設が増えていますが、場合によっては半

分くらり窒素が飛んでしまうと思います。余談で

すが去年ある出版社に原稿を頼まれて、本州の方

では堆肥撹枠施設が入っているが北海道には無い

ので立ぢ遅れている、といった北海道の現状?を

れと頼まれたことがあります。私は逆に、

どちらかというと生堆肥の流通が多いと

が、生堆肥でも耕畜連携でうまく循環利

いるのだから、そういう施設はいらな

-.で、きている北海道の方が進んでいる)と

いった書き方をしたら載せてもらえなかったこと

がありま|した。ふん尿を他所に移動するために堆

肥発酵施設が必要な場合もありますが、(北海道の

ように)I循環ができているのなら、わざわざ金を

かけて施設をつくり、成分を揮散させる必要はな

いと思います口

北海道家畜管理研究会報，第42号， 2007年 一12一


